全国鐵構工業協会　青年部会

第１６回　通常総会　議事録

日時：平成19年　5月18日（金）

  　　  15:00～16：15

場所：札幌パークホテル　パークホールＡＢ

司会：益田和男（山口県）

１．来賓祝辞　　　　　総会に先立ち、北海道経済産業局地域経済部長　森本英雄様、

　　　　　　　　　　　北海道経済部商工局長　内田幹秀様に祝辞を頂いた。

２．開会の辞　　　　　定刻15時00分より益田理事（山口県）の司会進行により本会が始まり、

苅谷理事（岐阜県）より開会の辞が宣言された。

３．会長挨拶　　　　　米森会長(石川県)より、「適正品質の製品を作り上げるため、青連協は５年前に構造設計者との交流を旗揚げし各地区において活発な交流事業が展開されている。会員の皆様の多大なご協力に改めて感謝申し上げる。今年度も継続事業としてそれに取り組み、構造設計者と協議しながら適正品質の製品を作り上げていく「間柄を作る事」に努力する所存、これからも我々が今出来る事、必要な事は何かを考え、取り巻く環境を少しでも良いものに変える努力と行動をしましょう」との内容の挨拶があり、さらに全国大会開催に際し、参加者、来賓の皆様、設営関係者への御礼の言葉をそえた。

４．定足数の確認　　　司会の益田理事により、46都道府県中46都道府県の出席の確認がなされ、

本総会が成立する事を宣言された。

５．議長選出　　　　　司会の益田理事より「規約第5章第15条第１項により第6回理事会にて、　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　媚山理事（北海道）を議長に選出しました」との報告があり、媚山理事が議

長に指名された。審議に入る前に媚山議長より、議事録作成に齊藤理事（青

森県）、議事録署名人に山崎理事（栃木県）伊藤理事（三重県）が指名された。

６．議案の審議

　　　　第１号議案　　平成18年度事業報告及び収支決算報告承認の件

　　　　　　　　　　　齋藤副会長（秋田県）より平成18年度事業報告の説明がなされた。

　　　　　　　　　　　吉岡会計理事（東京都）より平成18年度収支決算報告の説明がなされた。

大井監事（滋賀県）より監査報告がなされた。（4月9日監査）

議長は質疑の無い事を確認し、拍手をもって第1号議案は可決承認された。

　　　　第２号議案　　平成19年度事業計画（案）及び収支予算（案）承認の件

　　　　第３号議案　　平成19年度会費承認の件

　　　　　　　　　　　議長は第2号議案と第3号議案を一括審議する旨を告げた。

　　　　　　　　　　　松下副会長（愛媛県）より平成19年度事業計画（案）の説明がなされた。

　　　　　　　　　　　引き続き、吉岡会計理事より平成19年度収支予算（案）並びに平成19年度

　　　　　　　　　　　会費承認の件について説明がなされた。以下会場からの質疑を列記する。

　　　　　　　　　　　・広島県青年部会長沖田氏より、平成19年度予算案について、予算案に次期繰越金という表記は不適当でないか、予備費というのが適当ではないかとの指摘があり、吉岡会計理事より次期繰越金の表記から予備費という表記に訂正がなされた。

　　　　　　　　　　　上記訂正後、議長はさらなる質疑の無い事を確認し、拍手をもって第2号

案、第3号議案は可決承認された。

７．議長退席　　　　　議案審議終了を告げ議長は退席されました。

８．来賓祝辞　　　　　司会者よりご列席賜った方々の紹介が行われ、来賓を代表して、（社）全国鐵構工業協会　山本康弘会長より、「全構協で企画している後継者研修があるが、後継者研修を続けていく事によって、その事が確実に実を結んでいる。11月の全構協全国大会にも青年部会を各都道府県1～2名参加させるよう各都道府県理事長に要請しており、率先してそれに参加願いたい。今年度も青年部会活動に全面支援をし、青年部の益々の活躍を期待している」との内容の祝辞を頂いた。

９．閉会の辞　　　　　玉城理事（沖縄県）より閉会の辞が宣言され、第１６回通常総会は閉会した。

　　　　　　　　　　　以上、議事の経過ならびに結果を証するため、本議事録を作成し、署名捺印

　　　　　　　　　　　する。

平成19年 5月18日

議事録作成人　　齊藤　拓男

署　 名 　人　　山崎　　誠

署　 名 　人　　伊藤　貴俊
